
 

第１学年　数学                                 　　前時の復習 

【過不足の問題で,異なるなる２つの方程式を比較･推  　　　ケーキをｘ個買ったとすると， 

測する活動を通して,未知数に着目させ何を文字で表    　 　　350 ｘ＋ 250（10 －ｘ）＝ 3200 
しているかを考察し表現する姿】をイメージした授業      　   　　               ｘ＝ 7 

 安達中　菅野　耕司 　　　　プリンをｘ個買ったとすると， 

　　　　　250 ｘ＋ 350（10 －ｘ）＝ 3200 
１　本単元における夢中になって学ぶ姿 　　   　　                  ｘ＝ 3 

  

 ○　前時の手順に従い，等しい関係に着目させること

 　で，２つの式が表す「折り紙の枚数」が変わらない

 　関係にあることに気づかせる。

 

 　　方程式を利用して問題を解くときの手順

 □１ 求めるものをｘとする。 

 □２ 数量をｘの式で表す。 

 □３ 等しい数量の関係から， 

  　方程式をつくる。

 □４ 方程式を解いて，答え 

  　を見つける。

  

視点Ⅱ【学びの連続性につながる振り返り】

　分かったこと，参考になった考え，どんな場面で活 

用しているか，次にどんな学習をしたいのかなどの視 

点を与える。

 

  

 ２　本時における研究の視点

 

 

 視点Ⅰ【見方・考え方を働かせながら学びを  

　　　　　　　　自分事として捉える指導の工夫】  

 

 生徒の振り返りから

　見通しをもって思考・考察ができるよう，複数の  　○　何をｘにするかが大事。 

未知数を求める問題で何を文字で表したかによって，  　○　何をｘとしたかを，書くことを忘れないよう 

立式できる方程式やその解が異なることを確認する。 　　に気をつける。 

 　○ 「足りないのか」，「余るのか」についてよく 

 　　考える。

 ○　未知数が複数ある場合，文字であらわす数量に  　○　分数の方程式は難しい。

 　よって立式される方程式やその解が異なることを

 　確認する。



 ★板書を創る【本時のねらいに基づいた板書案の作成】

 ３　アンケートの結果から   
 　①　関心・意欲、課題意識 　○  難易度の高い学習内容にも関わらず，子ども達は

　　一生懸命に，式の演算子や数字から，その意味を読

 　　み解こうと思考し，小集団で意見を出し合う

 　　などして，式が意味するものは何かについて推察し

 　　ていた。

    ②　見通し 　　　数式と言葉をつなぎ合わせるという表現力を問う

 　　活動は，今後，自力で数式を立式する場面に役立つ

 　　と思われる。

  ●  子どもの人数をｘ人とするチームと折り紙の枚数 

　　をｘ枚とするチームの２つに分けて，最初からグル 

    ③　話合い・学び合い（協働のの学び） 　　ープで考えさせることで学び合いの時間を多く確保

 　　できたかもしれない。

   ●　言葉や式で表現する力が弱いからこそ，書かせた

　　り考えさせたりする時間を多く設定する必要がある。 

 

 【視点Ⅱ】

  ④　振り返り   ○　年間を通して，「学習の確認シート」を使っての 

 　　「振り返り」を行ってきたため，生徒達はシートを

 　　配付すると自然に授業や活動の中で思考したことや

 　　友達の意見，大切だと思ったことなどを記入するよ

 　　うになってきた。

       今後は，その「振り返り」を次時の活動へとつな

  ⑤　新たな学びへ（学びの連続性） 　　げるコーディネートを効果的にできるようにしたい。 

   ●　今回の授業では，活動を「振り返って」気づいた

 　　ことをもとに「まとめ」てしまった。

 　　　今後は，まとめと振り返りの違いを意識し，次時

 　　の活動や次単元へつなげるためにも「振り返り」を

 　　大切にしていきたい。

  

  ４　考察【○成果　●課題と改善策】 【その他】

  【視点Ⅰ】 　●　アンケート結果から①～③については多少なが

　○　子どもの人数をｘ人とした教科書の例題のような 　　ら向上しているが，④，⑤に関しては低下してしま 

 　　解法については，プレゼンテーションで短時間　 　　い，振り返りと学びの連続性が今後の大きな課題と

  　　で確認する形にした。 　　して残った。

　　　その分,折り紙の枚数をｘ枚とした場合の方程式  

 を読み解く学習活動に多くの時間を確保すること

ができた。 　実際の指導案はこちらへ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学期終わり

２学期始め

１ 疑問や課題（めあて）をもって取り組みましたか。

あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学期終わり

２学期始め

２ 問題解決まで見通し（予想，手段，計画等）をもって取り組みましたか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学期終わり

２学期始め

３ 友だちに伝えたい，友だちの考えを聞きたい，と感じたことはありましたか。

75% 80% 85% 90% 95% 100%

２学期終わり

２学期始め

４ 授業でできるようになったこと，わかったことはありましたか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２学期終わり

２学期始め

５ もっと学んでみたい，調べてみたいと思ったことはありましたか。


